
■地震災害情報
◎地震（内陸型地震と海溝型地震）

世界の約10％の地震が発生する世界有数の地
震国といわれる日本では各地で地震が頻発して

います。地震は、発生のメカニズムの違いから次

の2種類に大別されます。
内陸型地震：「直下型地震」とも呼ばれ、阪神・淡

路大震災のように内陸部にある活断層で発生す

る震源の比較的浅い地震です。

海溝型地震：「南海トラフ巨大地震」のように地球

のプレートが沈み込む海溝沿に発生する地震で

す。津波の発生の懸念があります。

◎地震の強さと被害（気象庁ＨＰより）

③

■地震発生時の心得
「防災はもしものときの命綱」

（第２回大阪府防災標語優秀作品）

まず我が身の安全を図れ

・揺れたらまず丈夫な机の下に身をかくす

すばやく火の始末

・ガス器具の火を消し、元栓を閉める

火が出たらまず消火

・消火器等ですばやく消火に努める

・隣近所にも声をかけ協力を求める

避難は徒歩で、持ち物は最低限に

・乳幼児やお年寄り、障害のある方の避難のお手

伝いをする

狭い路地、へいぎわ、かべや川べりに近寄るな

・津波、山崩れ、がけ崩れに注意

みんなが協力しあって応急救護

・隣近所で声をかけあい、安全を確認

正しい情報の入手を

・ラジオ、テレビの報道に注意して

・デマにまどわされないようにする

④

■津波警報・注意報の分類(気象庁HPより)

⑤

■津波発生時の心得
津波情報をよく聞き、「注意報」「警報」が解除され

るまでは、河川や海岸に近づいたりしないよう。

小さな揺れでも油断禁物

・小さな揺れの地震でも津波が襲来することがあ

ります。

高い場所へ避難する

・「より早く」「より高い」場所へ避難しましょう

津波は繰り返しくる

・津波は2回、3回と繰り返し襲来します

・第１波が一番高波とは限りません

引き潮が無くても注意

・引潮の発生は震源付近の地形によります

満潮時は要注意

・満潮時はさらに高くなります

正しい情報を聞く

・テレビ、ラジオ、防災行政無線などで情報を入手

しましょう

河川に近づかない

海岸に近づかない

⑥

携帯用防災手帳

■はじめに

阪神・淡路大震災や東日本大震災の

ように、自然災害はいつ、どのように起

こるかわかりません。大切なものを守る

ためには地震、津波、土砂災害などの

正確な知識や判断力を養い、緊急時に

適切に避難することはもちろん、支援が

届くまでの期間を過ごすためにも日頃か

らの備えが必要です。

この手帳は、災害に備え、自分と家族

を守り、被害をできるだけ少なくするため

に必要な情報をまとめています。

折りたたんで財布に入れて携帯するな

ど、いつ起こるかわからない万が一の時

のためにこの手帳を活用いただきたいと

思います。

■日頃の備え
◎避難場所、避難路を決めておく

◎避難路は実際に歩いてみる

◎地域のみなさんで話し合う

◎地域の防災訓練に積極的に参加する

■非常持ち出し品
【生活用品】□懐中電灯 □携帯ラジオ □電池

□ナイフ □缶切り □ローソク □タオル(大・小)

□マッチ・ライター □ティッシュ □ビニール袋

□歯ブラシ □携帯電話（充電器）

【貴重品】□現金(公衆電話用10円玉) □カード

□貯金通帳・印鑑 □健康保険証・免許証

【医薬品】□消毒薬 □脱脂綿 □バンソウコウ

□包帯 □ガーゼ □常備薬 □お薬手帳

【衣類・防寒具】□下着 □衣類 □軍手 □雨具

□防寒具 □毛布・寝袋

【水・非常食(7日分)】□水(1人1日3ｌ)

□非常食(乾パン、缶詰、レトルト食品など)

【その他】□ヘルメット □筆記用具

□生理用品 □おむつ □粉ミルク・哺乳瓶

□ □ □ □

■情報の入手先
◎おおさか防災ネット

インターネットで気象情報や地震・津波情報、台

風情報などが入手できます。
パソコン http://www.osaka-bousai.net

携帯 http://www-cds.osaka-bousai.net/mobile/

◎防災情報メールサービス

登録したメールアドレスに災害

情報が配信されます。

◎災害伝言ダイヤル１７１

１７１⇒録音：１（暗証番号を利用→３）
再生：２（暗証番号を利用→４）

→電話番号入力→ガイダンス
⇒録音（30秒）
伝言の再生

◎災害用伝言板サービス

災害時に安否情報の確認や伝言を残すことがで

きます。

・Docomo【I Menu】トップ（災害時のみ）
・au【EZweb】トップ(常時）
・SoftBank【Yahoo!ケータイ】トップ(常時）

切れ目， 山折り， 谷折り ① ②

■応急措置

◎止血法
●直接圧迫法

①出血している部分に直接清潔なガーゼや布な

どを当てて上からグッと圧迫する。

②当てた布に血がひどくにじんできても交換しな

いで上から新しい布を重ねる。

●高揚法

直接圧迫法で出血が止まらない場合は、出血

している患部を心臓よりも高い位置に上げる。

◎刺し傷
★刺さったものは絶対に抜かないこと！

●腕や足にクギや棒などが刺さり貫通してしまっ

た場合は抜かないで病院へ行く。

●刺さった物が長く、搬送の邪魔になる場合は余

分な所を切り取る。

◎やけど
★とにかく冷やす！

●広範囲のやけどの場合は、衣服を抜かせずに

そのまま水をかけて冷やす。

⑦

http://www.osaka-bousai.net
http://www-cds.osaka-bousai.net/mobile/


■土砂災害の種類と前触れ

急な渓谷を、水を含んだ大量の土砂・礫が津波
のように流れ下るもので「山津波」とも呼ばれて
います。
流れは速く、忽ち人家や畑などを壊滅させます。

・流水の変化（異常・急激な濁り 、水位の変化）
・渓流内で転石の音
・流木の発生 ・土臭いにおい ・地鳴り

雨で地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱
め、斜面が急に崩れ落ちることです。
人家付近では、死者の出る悲惨な災害となりま
す。

・湧水の変化（量の発生、増・減、濁り）
・表面流発生 ・小石がぱらぱら落下・地鳴り
・斜面の変化（はらみだし、亀裂の発生）

粘土質など滑りやすい土質を境目にその上部の
地面が動き出してゆっくりすべり落ちることです。
傾斜のゆるい斜面でも発生することがあります。

・井戸水の濁り、池や沼の水かさの急変
・湧水の変化（枯渇、量の増加）
・地鳴り、山鳴り、震動。根の切れる音

地
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り
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■帰宅する場合
①安全な避難路を確認し目的地を決める
●郵便局や、ガソリンスタンド、コンビニ、駅、役所など

道路状況など正確な情報を入手する。

●単独行動は避ける。

●友人もしくは、同じ目的を持った仲間を見つけ行動を

共にしましょう。

②安全に帰ることを第一に考える
●交通機関の状況を随時情報収集しましょう。

●帰宅の際にはなるべく大通りを利用する。

（大通りにはガソリンスタンドが多くある。また、犯罪

から身を守ることもできる）

●暗闇のため夜間の歩行は行わない。

安全なところで夜を明かし、明るくなってから歩行を

再開しましょう。

③先を急がず定期的に休憩を！
●長距離を歩くのでペース配分を決める。

（1時間で4km、1日で20kmが限度）

●歩き始めは体調を確かめながらゆっくりとスタート

●1時間歩いて10分休憩が目安。

●足に少しでも痛みや違和感を感じたらマッサージなど

を行い、早めにケアをしよう。

●雨天時は体力を消耗するので無理に歩かない。

■雨の強さと降り方（気象庁HPより） ■台風や集中豪雨の時の心得
「防災は 日頃の備えが ものを言う」

（第２回大阪府防災標語 優秀作品）

気象情報に注意

・ラジオやテレビで正確な情報をキャッチ

家のまわりの安全点検

・雨どいや屋根がわら等の点検を行い、風で飛

ばされやすいものは、屋内に移す

家の中での準備

・停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオを準備

・断水に備えて、浴槽などに水を確保

・避難できるよう非常持ち出し品を準備

がけ地付近では

・異常を感じたら、まよわず早めに避難を

・生活必需品等は高いところへ

■避難するときの心得
足元に注意を払おう 浸水深さに注意

集団で助け合おう 子どもやお年寄りを安全に

安全なルートで 車での避難は避けましょう

■避難場所情報（経路の確認） (記入しておきましょう）

一時避難場所は？

［ ］

広域避難場所は？

［ ］

自宅周辺

勤務先周辺

一時避難場所は？

［ ］

広域避難場所は？

［ ］

自宅から避難場所までのルート

(作成欄）

勤務先等から自宅までのルート

(作成欄）

■周辺のリスクや避難場所情報（あらかじめ調べて記入しておきましょう！）

自宅の周辺

お勤め先や学校の周辺

■避難に関する情報の流れ

【気象庁】

【大阪府・大阪管区気象台】

【市町村】

■帰宅支援ステーション

災害時帰宅支援ステーション

・コンビニ・郵便局・役所

・吉野屋・デニーズ

・山田うどん

・ロイヤルホスト 等

災害時サポートステーション

・ガソリンスタンド
（ENEOS、コスモ、昭和シェル

JOMO、出光興産、モービル

エッソ、ゼネラル、キグナス

九州石油、三井石油

太陽石油）

帰宅支援ステーションとは
震災が起きた際、下のステッカーが貼ってある建物は

災害時サポートステーション、災害時帰宅支援ステー

ションとして徒歩帰宅者に水やトイレ、情報提供や燃

料の提供を行い、帰宅困難者をサポートする。

■帰宅する場合
①安全な避難路を確認し目的地を決める
●郵便局や、ガソリンスタンド、コンビニ、駅、役所など

道路状況など正確な情報を入手する。

●単独行動は避ける。

●友人もしくは、同じ目的を持った仲間を見つけ行動を

共にしましょう。

②安全に帰ることを第一に考える
●交通機関の状況を随時情報収集しましょう。

●帰宅の際にはなるべく大通りを利用する。

（大通りにはガソリンスタンドが多くある。また、犯罪

から身を守ることもできる）

●暗闇のため夜間の歩行は行わない。

安全なところで夜を明かし、明るくなってから歩行を

再開しましょう。

③先を急がず定期的に休憩を！
●長距離を歩くのでペース配分を決める。

（1時間で4km、1日で20kmが限度）

●歩き始めは体調を確かめながらゆっくりとスタート

●1時間歩いて10分休憩が目安。

●足に少しでも痛みや違和感を感じたらマッサージなど

を行い、早めにケアをしよう。

●雨天時は体力を消耗するので無理に歩かない。

1時間
の雨量

予報
用語

人の受ける
イメージ

災害発生状況

10～
20ミリ

やや強
い雨

ザーザーと
降る

この程度の雨でも長く続く
時は注意が必要

20～
30ミリ

強い雨 どしゃ降り
側溝や下水、小さな川が
あふれ、小規模の崖崩れ
が始まる

30～
50ミリ

激しい
雨

バケツを
ひっくり返
したように
降る

山崩れ･崖崩れが起きや
すくなり危険地帯では避難
の準備が必要
都市では下水管から雨水
があふれる

50～
80ミリ

非常に
激しい
雨

滝のように
降る（ゴー
ゴーと降り
続く）

都市部では地下室や地下
街に雨水が流れ込む場合
がある
マンホールから水が噴出
する
土石流が起こりやすい
多くの災害が発生する

80ミリ
以上

猛烈な
雨

息苦しくな
るような圧
迫感があ
る。恐怖を
感ずる

雨による大規模な災害の
発生するおそれが強く、厳
重な警戒が必要

大雨警報（大雨による災害（浸水・土砂災害）の恐れ）

市町村ごとの土砂災害警戒情報（土砂災害）

河川ごとの洪水予報・水防警報（洪水被害）

洪水警報（河川増水による災害（洪水）の恐れ）

さらに危険が高まれば・・・

を発令！！特別警報

避難準備情報（避難の準備を始めましょう！）

避難勧告（速やかに避難を始めましょう！）

避難指示（直ちに避難！！）

避難所は？

［ ］

広域避難場所は？

［ ］

避難所は？

［ ］

広域避難場所は？

［ ］

津波

被害の想定

洪水

土砂

津波

被害の想定

洪水

土砂


